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論 文 の 内 容 の 要 旨

本研究は､カマンベールチーズ熟成中の乳蛋白質の分解を追求するかたわら､チーズ分

解物の甘p-P-1に対する抗変異原性､チーズ製造に用いた乳酸菌および自力ビの抗変異原

性ついて検討を行ない､さらに血Ⅴル0(ラット)でのカマンベールチーズの抗変異原性

について検討した｡提出された論文は､第1章 カマンベールチーズの熟成中の低分子ペ

プチドの分布､第2章 市販各種ナチュラルチーズの抗変異原性､第3章 カマンベール

チーズの熟成中に伴う抗変異原性の変化､第4章LeuconostocmesenteLddessubsp.

CremOZis,LBC亡∝OCCuSLacdsbidbar･dibcety由c始,Lact∝OCCuSLactlssubsp.

mo血由cr∝∝Cu5血c鮎subsp･血c由および触c皿umG弧故知mを用いて製造

した発酵乳の抗変異原性と､軸d揖u皿αmddu皿菌体に対する甘pヰ1の吸着効果､第

5章 ラットの取p-Pl排泄の及ぼすカマンベールチーズ投与の影響 の五つの章から
成っており､得られた成果は次のように要約される｡

まず初めに､カマンベールチーズ熟成過程における窒素化合物の変化をDowexによる

分子飾を行ない､熟成日数の経過に伴い水溶性窒素化合物および分子量の小さいペプチド

が増加していることを明らかにした｡

次に､市販の各種ナチュラルチーズの抗変異原性について調べ､乳酸菌のみで熟成した

チーズに比べ､セカンドスターター(拙d㍍u皿α∽ddu血を用いて熟成したチーズ

において強い抗変異原性が認められた｡また､熟成率が高いカマンベールチーズ､ブルー

チーズおよびボンレヴェックチーズが廿p-Plに対して強い抗変異原性を示し､熟成率が

高いチーズほど抗変異原性が高いことが確認された｡これらの結果に基づき､熟成にとも

なうカマンベールチーズの抗変異原性の変化について検討した｡その結果､カマンベール
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チーズの抗変異原性は､熟成率の増加とともに強くなることを認めた｡

｢方､勧c皿umG弧dd皿の廿p-P-1に対する強い吸着効果も認められ
加d揖umα∽ddumもカマンベールチーズの抗変異原性の発現に関与していることが

示唆された｡

次に､血vivoでの影響をみるために､ラットを用い､Trp-P-1排泄におよぼすカマン

ベールチーズ投与の影響を調べた｡その結果､廿p-P-1のみを投与した群と基礎飼料に

対しチーズを10%添加した飼料を投与した群との間では尿中の甘p-P-1量に差は見ら

れなかったが､チーズを30%量添加した飼料投与群では有意にTYp-P-1量の減少が見ら

れた(P<0.05)｡糞に関しては､有意な差は見られなかったが､チーズ投与量の増加に

より､糞中の甘p-P-1の検出量が減少することを認めた｡

以上の結果から､カマンベールチーズの強い抗変異原性が明らかとなり､また､血

再voにおいても､カマンベールチーズの変異原物質に対する減弱効果があることが明ら

かとなった｡チーズに関しては､熟成中の成分変化や微生物の特性などの加工特性につい

ては､多くの解明がなされているが､その生理的機能については報告が少なく､とくに抗

変異原性についてははとんど報告されていないことから本研究で得られた成果は､学術的

に大きな意義を有している｡

審 査 結 果 の 要 旨

平成11年1月27日､信州大学農学部において審査委貞全員出席のもとに公開発表

会が開かれ､約30分間にわたる口頭発表と､約30分間の質疑応答が行われた｡

チーズに関しては､熟成中の成分変化や微生物の特性などの加工特性については､多

くの解明がなされているが､その生理的機能については報告が少なく､とくに抗変異原

性についてはほとんど報告されていない｡本研究はこの点を明らかにすることを目的と

して､世界的に消費量の高いカマンベールチーズを研究対照として開始されたものであ

る｡具体的には､熟成中の低分子ペプチドのチーズ内での分布と､Trp-P-1の有する変

異原性に対する熟成過程における抗変異原性について血1両如Ⅶならびに加vル0の両面か

ら追及し､同チーズに高い抗変異原性のあることを他のナチュラルチーズとの比較のも

とに明らかにした｡この成果は報告例がなく､学術的に高く評価される｡

各審査委貞から実験の組み立ての不備について指摘があり､またの質問にも十分に

応えられない部分もあった｡しかし､カマンベールチーズについて多くの価値ある新知

見を見い出し､またチーズのように普遍的な結論を導きにくい材料を実験の対照にした

ことを十分考慮して､審査委員会一致で本研究の成果が岐阜大学大学院連合農学研究科

の博士学位論文として十分の価値を有していることを認めた｡
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